
2019年度事業計画書

　　法人成立の日から2020年3月31日まで

特定非営利活動法人やんちゃ寺

１　事業実施の方針
少年の自己効力感を高め、社会に対する前向きな行動を増やすことを目的とする。また、少年の自己評価の軸を増やすことを目的とする。所属場所や居場所のバリエーションが増えることで、学校という場では劣等感のスパイラルに陥っていても、別の能力や場では「なかなかいい自分」に出会えるなど、本事業により、背伸びをしなくてよい場所の確保を目指す。非行の背景の一つに、十分に子どもでいられない環境や、強いふりをしなくてはならない状況があるため、等身大でいられる体験を積むことで、ありのままの自分や弱さを自分自身が受け入れられるようになることを目的とし事業を行う。


２　事業の実施に関する事項
(1)　特定非営利活動に係る事業
	定款の
事業名
	事　業　内　容
	実施
予定
日時
	実施
予定
場所
	従事者の予定人数
	受益対象者
の範囲及び
予定人数
	支出見込額
(千円)

	①居場所としての団らんの場の提供事業
②自発的な創造活動が、団体全体への貢献となるシステム（活動費づくり）事業
③自己評価の多様性を促す多世代との交流事業

	①定期的なやんちゃ寺の開催

②やんちゃ寺の活動費を、少年の自発的なアイデアにより稼ぐ（例：手作りアクセサリー販売など）
③常勤のスタッフ二名以外のボランティアスタッフとの交流
	土曜午後

土曜
午後



土曜
午後
	遍照寺


遍照寺




遍照寺
	5


5




5
	20


20




20
	900


100




0






(2)　その他の事業
	定款の
事業名
	事　業　内　容
	実施
予定
日時
	実施
予定
場所
	従事者の予定人数
	支出見込額
（千円）

	①日本の教育・少年支援のノウハウの海外への発信・意見交換事業
②国外の問題（難民や貧困格差）の是正事業
	①多様性の推進に向け、身近なところの問題を世界に向けて発信する






②身近な格差や差別に対する問題意識から、世界全体の問題解決を目指す
	ホームページやＳＮＳを随時更新



ホームページやＳＮＳを随時更新
	遍照寺







遍照寺
	10







10
	0







0






2020年度事業計画書

　　2020年4月1日から2021年3月31日まで

特定非営利活動法人やんちゃ寺

１　事業実施の方針
少年の自己効力感を高め、社会に対する前向きな行動を増やすことを目的とする。また、少年の自己評価の軸を増やすことを目的とする。所属場所や居場所のバリエーションが増えることで、学校という場では劣等感のスパイラルに陥っていても、別の能力や場では「なかなかいい自分」に出会えるなど、また、本事業により、背伸びをしなくてよい場所の確保を目指す。非行の背景の一つに、十分に子どもでいられない環境や、強いふりをしなくてはならない状況があるため、等身大でいられる体験を積むことで、ありのままの自分や弱さを自分自身が受け入れられるようになることを目的とし事業を行う。他機関との連携を初年度より充実させる。


２　事業の実施に関する事項
(1)　特定非営利活動に係る事業
	定款の
事業名
	事　業　内　容
	実施
予定
日時
	実施
予定
場所
	従事者の予定人数
	受益対象者
の範囲及び
予定人数
	支出見込額
(千円)

	①居場所としての団らんの場の提供事業
②自発的な創造活動が、団体全体への貢献となるシステム（活動費づくり）事業
③自己評価の多様性を促す多世代との交流事業

	①定期的なやんちゃ寺の開催

②やんちゃ寺の活動費を、少年の自発的なアイデアにより稼ぐ（例：手作りアクセサリー販売など）
③常勤のスタッフ二名以外のボランティアスタッフとの交流
	土曜午後

土曜午後



[bookmark: _GoBack]土曜午後
	遍照寺


遍照寺




遍照寺
	5


5




5
	20


20




20
	900


100




0







(2)　その他の事業
	定款の
事業名
	事　業　内　容
	実施
予定
日時
	実施
予定
場所
	従事者の予定人数
	支出見込額
（千円）

	①日本の教育・少年支援のノウハウの海外への発信・意見交換事業
②国外の問題（難民や貧困格差）の是正事業
	①多様性の推進に向け、身近なところの問題を世界に向けて発信する






②身近な格差や差別に対する問題意識から、世界全体の問題解決を目指す
	ホームページやＳＮＳを随時更新



ホームページやＳＮＳを随時更新
	遍照寺







遍照寺
	10







10
	0







0




